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鳴子温泉郷の奥に位置する中山平地区にある「ギャラリー漆
うるし

木
ご や

舎」で伝統的工芸品「鳴子漆器」の技術
の伝承と漆器の魅力を発信している佐藤漆工房。漆器を習いに来た「地域おこし協力隊」に技術指導も行
うなど、技術と発想の継承にも取り組みながら、時代のニーズと社会環境に合わせた新たな商品を開発し
てきた。漆の可能性を求め、伝統技術を習得したからこそできる、新たな発想で開発した商品で更なる販
路開拓を目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は 5 ページ）

元気な事業所紹介 佐藤漆工房（玉造商工会）
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参
加
し
た
事
業
者
か
ら
は
、
二

名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
対
し
、
具
体
的

な
取
組
事
例
等
に
つ
い
て
積
極
的

な
質
問
が
出
さ
れ
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

個
人
的
使
用
と
事
業
で
の
情
報
発

信
の
手
法
の
違
い
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
も
ツ
ー

ル
導
入
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
販

路
の
開
拓
に
繋
げ
た
い
」
と
い
う

前
向
き
な
声
を
い
た
だ
く
等
、
有

意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

今
回
の
受
講
者
に
は
、
後
日
直

接
事
業
所
に
専
門
家
を
派
遣
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
導
入
に
係
る
具
体
的
支
援

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
来
年
二
月
に
は
、
実
際
に
運

用
を
行
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の
課

題
や
問
題
点
の
解
決
を
目
的
と
し

た
フ
ォ
ロ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

後
の
事
業
運
営
」
と
題
し
、
商
工

会
が
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
個
社
支
援
、
地
方
創
生
、
社
会

貢
献
な
ど
の
事
業
領
域
で
最
大
の

成
果
を
上
げ
る
方
策
に
つ
い
て
、

全
国
連
が
策
定
し
た
「
商
工
会
プ

ラ
ン
二
〇
一
九
」
の
内
容
等
を
詳

細
に
講
演
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
本
会
佐
藤
浩
会
長
、

全
国
連
廣
田
課
長
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
、
本
会
稲
妻
敏
行
専
務
理

事
が
座
長
と
な
り
、「
今
後
の
商

工
会
運
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら

は
、
各
商
工
会
の
現
状
を
踏
ま
え

た
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。出

席
し
た
各
商
工
会
の
副
会
長

の
方
々
に
と
っ
て
、
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
商
工
会
を
具
現
化

す
る
た
め
の
足
掛
か
り
と
な
る
有

意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

ど
、
そ
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
本
会
が
国
よ
り
受
託
し

て
六
年
目
を
迎
え
る
「
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
事
業
」
の
事
業
内
容
と
支

援
事
例
に
つ
い
て
、
宮
城
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
佐
藤
創
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
説
明
が
あ

り
、
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ
が
な
さ
れ

た
。続

い
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会

政
策
推
進
課
廣
田
実
課
長
よ
り

「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
と
今

商
工
会
副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
が
、

八
月
二
十
日
、
県
下
商
工
会
の
副

会
長
四
十
三
名
参
加
の
も
と
、
仙

台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ

れ
た
。

ま
ず
初
め
に
東
北
経
済
産
業
局

産
業
部
経
営
支
援
課
佐
藤
和
男
課

長
よ
り
、
今
般
「
小
規
模
事
業
者

支
援
法
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
商
工
会
の
役
割
に
災
害
時

の
復
旧
対
策
等
を
定
め
る
事
業
継

続
力
強
化
支
援
計
画
の
策
定
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
経
営
発
達

支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
市
町
村

と
共
同
し
て
計
画
を
策
定
す
る
ス

キ
ー
ム
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
な

去
る
七
月
二
日
、
中
小
企
業
大

学
校
仙
台
校
に
お
い
て
、
初
め
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
販
路
開
拓
を
目

指
す
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し

た
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
近
年
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
性
に
つ
い
て

講演をいただいた全国連廣田課長

商工会の運営について意見交換が行なわれた

講師の話に熱心に耳を傾ける参加者

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
実
際

に
販
路
開
拓
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
新
規
顧
客
の
開

拓
や
収
益
向
上
に
結
び
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
本
年
度

で
三
回
目
と
な
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
二
部
構
成
で
行
わ

れ
、
ま
ず
第
一
部
で
は
、
㈱
ア
イ

テ
ィ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
佐

藤
賢
一
氏
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に

よ
る
効
果
的
な
販
路
開
拓
の
た
め

の
経
営
計
画
作
成
に
つ
い
て
説

明
、
次
に
テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド
㈱

池
田
吉
宏
氏
よ
り
、
情
報
発
信
の

効
果
的
な
方
法
等
に
つ
い
て
事
例

を
交
え
な
が
ら
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。続

い
て
第
二
部
で
は
、
昨
年
度

本
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
実
際
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を

実
践
し
て
い
る
㈲
蔵
王
の
昔
飴
本

舗
（
大
河
原
町
）
の
佐
藤
敏
徳
氏

と
、手
造
り
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ａ
ｎ（
川

崎
町
）
の
佐
々
木
知
己
氏
の
両
氏

に
現
在
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
状
況
や
実

際
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
る
具
体

的
成
果
等
に
つ
い
て
お
話
し
を
い

た
だ
い
た
。

小
規
模
事
業
者
支
援
法
が
改
正

商
工
会
の
今
後
の
事
業
運
営
を
学
ぶ

︱
商
工
会
副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
事
業
に
取
り
込
み

販
路
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

︱
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
セ
ミ
ナ
ー（
活
用
編
）
︱
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サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
具
体
的
な
実

務
支
援
を
徹
底
し
、
成
果
に
と
こ

と
ん
こ
だ
わ
り
ま
す
。「
な
る
べ

く
お
金
を
か
け
ず
」に
で
き
る「
具

体
的
な
ご
提
案
」を
行
え
る
よ
う
、

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
知
恵
を
絞

り
ま
す
。

我
々
は
「
よ
ろ
ず
に
行
け
ば
売

上
ア
ッ
プ
！
」
を
合
言
葉
に
、
成

果
が
出
る
ま
で
伴
走
支
援
す
る
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
。
宮
城
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
を
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

中
小
企
業
庁
委
託
事
業

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

無
料
で
何
度
で
も
相
談
を

「これまで温めていた夢を叶えたい」、「好きなことを仕
事にしたい」、「新しい挑戦をしてみたい」など、創業を
目指す方や、創業後間もない方、事業承継により新たに
経営者となった方等を対象に創業塾を開催します。

本セミナーは、実績豊富な中小企業診断士 2 名が講師
となり、各回のテーマに沿って【講義→コンテンツ制作
→アドバイス】を繰り返して、受講者の現状に沿った創
業プランの作成を目指します。

創業や経営の知識を得られ、さらに創業を目指す仲間
が出来るチャンスです。是非この機会にご受講ください！

【開催概要（全 5 日コース）】
回 開催日（時間） テーマ
1 11/ 2 ㈯

10：00
〜

17：00

＊成功する創業とは
2 11/ 9 ㈯ ＊とっても大切なお金の話
3 11/16㈯ ＊売上を作る力
4 11/23㈯ ＊事業計画書のポイント
5 11/30㈯ ＊ステップアップ

◆会場：仙台ビジネスホテル（仙台市青葉区上杉）
◆定員：20名
◆お問い合わせ：最寄りの商工会／商工会連合会へ

2019創業塾→11月開講！

【10月・11月の出張相談会開催予定】

開催場所 開催日

県・合同庁舎開催分

大河原合同庁舎（大河原町） 10/15㈫、11/19㈫

大崎合同庁舎（大崎市古川） 10/21㈪、11/21㈭

栗原合同庁舎（栗原市築館） 10/18㈮、11/15㈮

石巻合同庁舎（石巻市）
10/ 8 ㈫、10/21㈪
11/ 5 ㈫、11/19㈫

登米合同庁舎（登米市迫町佐沼） 10/17㈭、11/21㈭

気仙沼合同庁舎（気仙沼市） 10/16㈬、11/20㈬

本
拠
点
は
、
中
小
企
業
庁
か
ら

受
託
し
て
い
る
無
料
の
経
営
相
談

所
で
す
。
十
四
名
の
専
門
的
知
識

を
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
構

成
さ
れ
、
売
上
拡
大
・
生
産
性
向

上
・
人
手
不
足
対
応
・
事
業
承
継
・

資
金
繰
り
ま
で
、
経
営
の
様
々
な

疑
問
や
課
題
に
対
し
、
無
料
で
何

度
で
も
ご
相
談
頂
け
ま
す
。

ご
相
談
内
容
と
し
て
は
、
売
上

拡
大
の
ご
相
談
が
六
十
八
％
と
最

も
多
く
、
経
営
改
善
が
十
八
％
、

創
業
が
八
％
、
事
業
承
継
が
四
％

と
続
い
て
い
ま
す
（
本
年
四
〜
七

月
の
デ
ー
タ
よ
り
）。「
困
っ
た
事

態
に
な
っ
た
」「
経
営
上
の
悩
み

が
あ
る
」
と
言
う
方
の
他
、「
も
っ

と
売
上
を
上
げ
た
い
」「
も
っ
と

効
率
的
な
経
営
を
し
た
い
」
と
、

現
在
の
ご
商
売
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
る
方
が
全
体
の

約
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
規
模
で
二
十
人

以
下
の
小
規
模
な
事
業
を
営
む
方

の
ご
利
用
が
七
割
強
を
占
め
て
お

り
、
本
拠
点
は
い
わ
ば
小
規
模
事

業
者
支
援
の
プ
ロ
集
団
と
言
え
ま

す
。本

拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

チーフコーディネーター
佐藤　創

地域商店街活力向上講演会開催のご案内
全国の先進事例等を通して商店街活性化策の取組みを学

び、商店会活動のノウハウの習得と推進役であるキーパー
ソンの育成を図り、魅力ある商店街づくりの一助とするこ
とを目的に開催いたします。
【日　時】10月16日㈬　13時30分〜 16時
【場　所】『TKP仙台カンファレンスセンター』

カンファレンスルーム 4 A
宮城県仙台市青葉区花京院 1 - 2 - 3
ソララガーデンオフィス（仙台駅西口から徒歩 3 分）

【内　容】
●第 1部　講　演

テーマ：今あるものと向き合うこと 
　　　　〜まちの魅力を顕在化させる山形県

七日町商店街の取組について〜
講　師：山形県山形市 七日町商店街振興組合 

事務局長　下田　孝志　氏
●第 2部　地域繁盛店事例発表

講　師：よつばbakery・よつばkitchen（岩沼市商工会）
平間　香織　氏

講　師：杉原功商店（利府松島商工会）　杉原　　崇　氏
詳細は商工会を通して追ってご連絡致します。

奮って参加ください。

受講料
無料

022-393-8044
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そ
の
よ
う
な
中
で
、
三
陸
自
動

車
道
の
延
伸
、
大
島
大
橋
開
通
等

道
路
環
境
の
整
備
、
他
の
介
護
タ

ク
シ
ー
・
運
送
会
社
と
の
競
争
激

化
と
い
っ
た
環
境
変
化
の
下
、
他

社
と
の
差
別
化
を
目
的
と
し
た
、

自
社
の
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
の
た
め
、
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
ま
し

た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

①
地
域
初
「
民
間
救
急
事
業
」
認

定
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

※
民
間
救
急
事
業
と
は

患
者
等
搬
送
事
業
の
こ
と
。
介

護
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
認
定

さ
れ
る
こ
と
で
病
院
患
者
等
の
転

院
時
の
送
迎
な
ど
が
可
能
と
な

る
。

②
民
間
救
急
事
業
参
入
に
伴
う
設

備
要
件
と
な
る
「
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
」
の
導
入

③
重
点
強
化
地
区
で
あ
る
唐
桑
・

鹿
折
・
大
島
地
区
へ
の
チ
ラ
シ

折
込
に
よ
る
新
規
顧
客
の
開
拓

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

本
事
業
を
通
じ
て
、
気
仙
沼
・

本
吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
か
ら
当
地
域
初
の
「
民
間

救
急
事
業
認
定
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る

介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
し
て
安
心

し
て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
他
社

と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

経営指導員の声
創業時から利用者の依頼への対応も迅
速・丁寧。事業計画の策定・実施のみな
らず、記帳等に関しても熱心に取り組む
など、利用者にとって社名の「もも太郎」
を体現する事業者です。今後、質の高い
サービスを目指し、多くの市民に知って
もらえるよう事業者との連携を密に伴走
型の支援を続けていきたいです。

本吉唐桑商工会　餅　祐輝

介護福祉タクシーの車両と
代表の戸羽氏

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
、
介
護
現
場
で

の
長
年
の
勤
務
経
験
に
よ

る
「
高
齢
者
の
外
出
や
家

族
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、

平
成
二
十
九
年
三
月
に
創

業
し
ま
し
た
。

営
業
エ
リ
ア
で
あ
る
気

仙
沼
市
唐
桑
町
は
市
内
で

も
大
島
に
次
ぐ
高
齢
化
率

で
あ
り
、
車
を
所
有
し
て

い
な
い
高
齢
者
の
通
院
時

等
の
移
動
手
段
確
保
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

社
は
介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー

と
し
て
町
内
の
高
齢
者
等

を
中
心
に
、
通
院
・
転
院

時
の
利
用
や
自
立
歩
行
困

難
者
、
寝
た
き
り
の
高
齢

世
帯
か
ら
の
要
請
に
も
対

応
し
、
利
用
者
の
目
線
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
唐
桑
・
鹿
折
・
大
島
の

重
点
強
化
地
区
へ
の
チ
ラ
シ
折
込

に
よ
り
、
新
規
受
注
の
獲
得
、
並

び
に
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

へ
の
当
社
認
知
度
向
上
に
繋
が
り

ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

補
助
金
の
活
用
に
よ
り
、
事
業

計
画
の
策
定
と
広
報
の
必
要
性
を

感
じ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
自
社

の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で

利
用
者
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
、
他
の
地
域
へ
の
広
報
活
動

も
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：介護福祉タクシー

もも太郎
代 表 者：戸羽　文明
所 在 地：〒 988-0554

宮城県気仙沼市
唐桑町崎浜 33-5

Ｔ Ｅ Ｌ：0226-32-4287
Ｆ Ａ Ｘ：0226-32-4287

民
間
救
急
事
業
参
入
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
販
路
開
拓

介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー 

も
も
太
郎
（
本
吉
唐
桑
商
工
会
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト �

宮城県経済の活力をつくる中小企業・小規模事業者への
経営支援と地域振興に意欲のある方のご応募お待ちしています!

採用職種

①経 営 指 導 員　指導実務又は経営実務等を有する34歳未満（詳細は本会ＨＰ参照）
②事　務　職　員　高校卒以上39歳未満、簿記 3 級以上（採用後 1 年以内の取得見込可）
③経営指導員研修生　大学卒以上25歳未満
※年齢はいずれも平成31年 4 月 1 日時点で令和 2 年 3 月大学卒業見込みも含みます。

試験日時
場 所

第 １次試験（教養試験・適性検査・論文試験）
令和元年10月 3 日（木）午後 1 時30分～午後 5 時
パレス宮城野（仙台市青葉区上杉 3 丁目 3 - 1 ）
※第 2 次試験、第 3 次試験の詳細については合格者にそれぞれお知らせします。

応募締切 令和元年 9 月25日（水）本会受付分

応募方法
下記宛に受験申込書、履歴書（写真貼付）、最終学歴（大学又は高校）の卒業証明書
成績証明書、職務経歴書それぞれ 1 通を本会に郵送ください。
詳しくは本会ホームページ、またはマイナビに登録の本会ページをご覧ください。

お問合せ 宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課　TEL：022-225-8751（大友、山城）

令和元・２年度　商工会等職員採用資格試験実施のお知らせ

マイナビURL
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【
事
業
の
概
要
】

昭
和
四
十
一
年
、
十

六
歳
で
漆
工
人
に
弟
子

入
り
し
、
昭
和
五
十
六

年
に
独
立
し
「
佐
藤
漆

工
房
」
を
開
業
。
平
成

三
年
に
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
た

「
鳴
子
漆
器
」
の
技
術

を
更
に
進
化
さ
せ
、
漆

を
浸
み
込
ま
せ
た
麻
布

を
張
り
重
ね
る
「
乾か

ん

漆し
つ

」

等
の
新
た
な
技
法
を
生

み
出
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

漆
木
舎
」
で
は
、
漆
器

に
盛
付
け
た
食
事
の
提

供
も
行
っ
て
お
り
、
漆

器
の
魅
力
を
多
方
面
よ

り
発
信
し
て
い
ま
す
。

【
課
題
と
補
助
金
の
活
用
】

鳴
子
漆
器
の
歴
史
は

古
く
、
江
戸
時
代
初
期

か
ら
お
膳
や
食
器
等
で

利
用
さ
れ
、
生
活
に
浸

透
し
ま
し
た
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス
等

様
々
な
素
材
の
食
器
が

台
頭
し
た
こ
と
か
ら
、

手
入
れ
が
面
倒
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
漆

器
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
当
工
房
で

は
生
活
に
根
付
い
た
伝

統
的
工
芸
品
と
し
て
、

補
修
を
行
い
な
が
ら
普

段
使
い
し
て
頂
く
漆
器

を
製
作
し
、「
飾
る
漆

器
」
か
ら
豊
か
な
生
活

の
一
部
と
な
る
「
使
う
漆
器
」
を

目
指
し
て
商
品
の
開
発
と
販
売
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
様
な
中
、
持
続
化
補
助
金

を
活
用
し
て
、
こ
れ
ら
商
品
を
展

示
販
売
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

改
装
し
、
お
客
様
を
呼
び
込
む
事

業
と
し
て
漆
教
室
や
金
継
ぎ
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

以
前
は
県
内
外
の
百
貨
店
等
で

の
展
示
会
、
個
展
を
多
く
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
六
十
八
歳
を
迎

え
、
体
力
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
客
様
に
来
て
い
た

だ
く
方
向
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
取
組

み
を
行
っ
た
こ
と
で
、
来
客
者
数

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
商
工
会
と
の
連
携
】

補
助
事
業
、
販
路
開
拓
や
決
算

書
作
成
な
ど
、
分
野
毎
に
担
当
の

職
員
の
方
に
支
援
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
持
続
化
補
助
金
の
申
請
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
二
十
八
年
に

初
め
て
経
営
計
画
を
作
成
、
二
回

目
の
申
請
と
な
る
平
成
三
十
年
に

は
刻
々
と
変
化
す
る
経
営
環
境
、

年
齢
と
共
に
変
化
す
る
自
身
の
仕

事
内
容
な
ど
に
合
わ
せ
て
過
去
の

経
営
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
新
鮮
な
計

画
を
維
持
し
、
そ
れ
を
指
標
と
す

る
べ
き
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
事

業
の
実
施
に
お
い
て
も
、
商
工
会

の
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

頂
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
、
国
の

伝
統
的
工
芸
品
「
鳴
子
こ
け
し
」

を
制
作
す
る
工
人
と
の
連
携
を
図

り
、
鳴
子
の
小
学
生
を
対
象
に
お

箸
へ
の
蒔
絵
体
験
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

漆
の
良
さ
を
知
り
、
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を

見
せ
て
い
る
体
験
型
事
業
を
取
り

入
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
商
品

と
し
て
「
和
・
す
と
ろ
（
漆
塗
り

の
ス
ト
ロ
ー
）」
を
開
発
、
現
在

商
標
権
・
実
用
新
案
権
の
申
請
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
年
齢
や
経
営

資
源
に
合
わ
せ
営
業
形
態
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
的
発
展
に

向
け
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

漆塗りの「和・すとろ」

数多くの漆器が展示されている
ギャラリー漆木舎

元気な事業所紹介

「塗師としての技術をもって繰り出す新たな技法」
～自分に問いかける“だったら”～

「だったら」何ができるのか…「だったら」必要なものは…
「だったら」…自分へ問いかける言葉が新たな商品を生み出してきた。
伝統技術を習得したからこそできる、新たな発想で開発される商品で
販路開拓を目指す。
佐藤漆工房　代表　佐藤建夫氏
所在地：大崎市鳴子温泉南原200
電　話：0229－87－2361　ＦＡＸ：0229－87－2361
メール：naruko@urushigoya.com
Ｈ　Ｐ：http://urushigoya.com/top.html 片口（写真左）製作の様子
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●「事業継続力強化計画」の認定制度とは
中小企業が策定した防災・減災の事前対策に関する計画

を経済産業大臣が認定する制度です。認定を受けた中小企
業は、税制優遇や金融支援、補助金の加点などの支援策が
受けられます。

●「事業継続力強化計画」の認定に記載が必要な事項
・ハザードマップ等を活用した自然災害リスクの確認方法
・安否確認や避難の実施方法など、発生時の初動対応手順
・人員確保、建物・設備の保護、資金繰り対策、情報保護

に向けた具体的な事前対策
・訓練の実施や計画の見直しなど、事業継続力強化の実効

性確保の取組み　等

●「事業継続力強化計画」の認定を受けた場合のメリツト
・認定ロゴマークの使用が可能！
・対象の防災・減災設備が税制優遇される！
・補助金が優先的に採択される！
　（ものづくり補助金等）
・信用保証枠の拡大、日本政策金融公庫によ

る低利融資等の金融支援を利用できる！

「事業継続力強化計画」認定制度に関する問い合わせ先
中小企業庁 事業環境部 経営安定対策室　　電話03-3501-0459
東北経済産業局 産業部 中小企業課　　　　電話022-221-4922

詳しくは、お近くの商工会まで

近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が

全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
災
害
は
、
個
々
の

事
業
者
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
我

が
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
庁
は
、

中
小
企
業
の
自
然
災
害
に
対
す
る

事
前
対
策
（
防
災
・
減
災
対
策
）

を
促
進
す
る
た
め
、
通
常
国
会

に
「
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
継

続
に
資
す
る
た
め
の
中
小
企
業
等

経
営
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
中
小
企
業
強
靱
化
法
）」

を
提
出
し
、
国
会
審
議
を
経
て
、

令
和
元
年
五
月
二
十
九
日
に
成

立
、
七
月
十
六
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。 

中
小
企
業
庁
で
は
、
本
法
に
基

づ
き
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
中

小
企
業
が
「
事
業
継
続
力
強
化
計

画
」
を
簡
易
に
策
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援
策
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
認
定
す
る

新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」認
定
制
度
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詳
し
く
は
、
お
近
く
の
商
工
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

青
年
部
員
加
入
資
格
（
定
款
抜
粋
）

本
商
工
会
の
会
員
又
は
そ
の
親
族
、

若
し
く
は
そ
の
後
継
者
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
会
員
の

営
む
事
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、

年
齢
四
十
五
歳
以
下
の
者

地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
二
日

間
の
研
修
を
終
了
し
た
。

県
内
の
商
工
会
青
年
部
員
数

は
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
平

成
二
年
度
の
二
千
二
百
六
十
二
名

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
き
、

平
成
三
十
年
度
末
で
は
九
百
五
十

三
名
と
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
ま

で
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商

工
会
の
後
継
者
で
あ
り
、
地
域
社

会
の
将
来
を
担
う
商
工
会
青
年
部

の
組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

本
年
度
の
最
重
点
事
業
と
し
て
部

員
増
強
運
動
を
強
力
に
推
し
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
は
、
研
修
会
や

先
進
地
視
察
を
実
施
す
る
な
ど
、

経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
地
域
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
精
力

的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
世
代
の
同
業
種
及
び

異
業
種
と
の
交
流
の
場
と
な
り
ま

す
の
で
、
仕
事
上
の
相
談
や
マ
ッ

チ
ン
グ
に
も
繋
が
り
ま
す
。

若
手
経
営
者
の
皆
様
、
是
非
青

年
部
に
加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
十
九
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
並
び

に
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
七

月
二
〜
三
日
、
福
島
市
「
穴
原
温
泉 

吉
川
屋
」
を
会
場
に
、
本
県
の
女
性

部
長
三
十
二
名
を
含
む
東
北
・
北
海

道
の
女
性
部
員
三
百
六
十
名
参
加
の

下
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
本
県
代
表
の
山
田
静
子
さ
ん

は
「
私
た
ち
女
性
部
が
で
き
る
こ

と 

十
二
年
越
し
の
豆
チ
リ
開
発

story

」
と
題
し
て
、
地
元
産
の

青
大
豆
を
使
っ
て
作
る
料
理
「
豆

チ
リ
」
の
販
売
を
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
続
け
、
部
員
同
士
の
関
わ
り

を
深
め
て
部
員
増
強
に
繋
が
っ
た

活
動
を
力
強
く
発
表
し
た
。

審
査
の
結
果
、
惜
し
く
も
最
優
秀

賞
は
逃
し
、
全
国
大
会
へ
の
進
出
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
な
お
、
最
優
秀
賞
に
は
岩
手

県
代
表
雫
石
商
工
会
の
佐
々
木
美
由

紀
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、
㈲
金
水
晶
酒
造
店 

代
表
取
締
役 

斎
藤
美
幸
氏
を
講

師
に
「
日
本
酒
は
ふ
る
さ
と
の
誇

り
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た

後
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
各
県
・

道
よ
り
郷
土
芸
能
等
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
県

を
超
え
た
部
員
同
士
の
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

二
日
目
の
全
体
研
修
会
で
は
、

福
島
県
の
女
性
部
員
よ
り
県
内
各

様々なテーマで研修会を開催東北・北海道ブロック大会での集合写真

若
手
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
？

︱
青
年
部
員
募
集
中
！
︱

山
田
静
子
さ
ん（
村
田
町
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱


